
あなたの

声
を届けてください！

　広報紙を読んだ感想や今
後取り上げてほしい記事、
広川町への思い、町に対す
る質問・意見・提案などを
お送りください。イラスト
や写真も大歓迎です。

問企画課企画係
☎ 0943-32-1196

八女局承認

268

料金受取人払郵便

差出有効期限
令和6年 8月
31日（切手不要）

郵便はがき

〒 834-8790
＜受取人＞
日本郵便株式会社
広川郵便局私書箱第 3 号

広川町長 　行

今月号の良かった記事とその理由を教えてください

担当課からの回答を希望するか、希
望しないか、以下のいずれかを○で囲んで
ください

希望する　・　希望しない

名前（回答を希望する場合は　　　）
フリガナ

住所（回答を希望する場合は　　　）
〒　　　-　　　　

電話番号（回答を希望する場合は　　　）

（　　　　　）　　　-　　　　　

年齢

性別

必須

必須

必須

必須

任意

任意

ホットな消費者News

消費者ホットライン ☎ 188　久留米市消費生活センター ☎ 0942-30-7700　福岡県警察 ☎ 110または♯ 9110

お問い合わせ

海外の暗号資産（仮想通貨）の投資は慎重に

Q 知人から暗号資産の投資アプリに勧誘され、利益が出たが、
手数料を取られた上に出金ができない。どうすればよいか？

　SNS で知り合った女性とアプリ内でやりと
りしていると、海外の暗号資産の取り引き所で
投資をするように勧誘された。その女性に対し
て恋愛感情を抱いていたので、勧められた投資
アプリで指示どおり投資した。後日、利益が出
たためアプリから資金を国内の暗号資産交換業

者に送ろうとしたら、投資アプリの運営事業者
から「保証金を支払う必要がある」と連絡があっ
た。さらに、手数料などの名目で次々に費用を
請求されている。一部支払ったが、結局アプリ
内の資金を出金することができなかった。資金
を取り戻すことはできるだろうか。

A 運営会社や投資運用の実態は確認できないことが多く、
資金を取り戻すことは極めて困難です。支払う前に相談しましょう。

　出金する際に「税金」や「手数料」などの名
目で振り込みを要求され、請求どおり支払って
も結局出金できなかったというケースがありま
す。これは、「投資資金をなんとか取り戻したい」
という消費者心理につけ込んだ手口と考えられ

ます。運営会社は実態が確認できないことが多
いため、投資資金を取り戻すことは極めて困難
です。
　支払う前に消費生活センターへ相談しましょ
う。



やっぱり図書館へ行こう！

絵でわかる
においと香りの不思議
長谷川香料株式会社 /著

講談社

化け活。
化け子 /著
主婦の友社

ピヤキのママ
ペクヒナ /作
ブロンズ新社

言葉の展望台
三木那由他 /著

講談社

ラブカは静かに弓を持つ
安壇美緒 /著

集英社

おもちゃ屋のねこ
リンダ・ニューベリー /作

徳間書店

はじめての子どもパン教室
吉永麻衣子 /著
主婦の友社

「静かな人」の戦略書
ジル・チャン /著
ダイヤモンド社

円安が日本を滅ぼす
野口悠紀雄 /著
中央公論新社

■今月のおすすめの本

■11月の休館日
● 7 日㈪・14 日㈪・21 日㈪・28 日㈪
●毎週㈪が休館、㈪が祝日の場合は翌日以降の直近の

平日が休館

桃太郎は
嫁探しに行ったのか ?

倉持よつば /著
新日本出版社

■博多人形干支絵付け体験講座
　来年の干支を作ってみませんか？　素焼きの博多人
形に絵付けをします。
●日 時 12 月 8 日㈭、14:00 ～ 16:30

（13:30 ～受付）
●場 所 町民交流センター「いこっと」

２階大研修室
●定 員　先着 15 人
●材料費　800 円
●申込期間　11 月 4 日㈮ 10:00 ～
●講 師　松尾吉将さん [ 博多人形師 ]

■11月のおはなし会［場所・読み手］

● 5日㈯10:30～10:45児童向け［お話しの森・きらら］
● 9 日㈬ 10:30 ～ 10:45 乳幼児向け「かっちんこ」

［ハグハグ・絵本コンシェルジュ］
● 20 日㈰ 10:30 ～ 10:45 児童向け

［お話しの森・たまてばこ］
※新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、状況に

より中止・変更になる場合があります。

問広川町立図書館　☎ 0943-32-1163

広川町立図書館へ行こう！

vol.32 図書館は生きている！？⑦
図書館の様子や仕組みをお伝えします

町立図書館の展示棚は、季節や話題のテー
マに沿った「メイン展示（一般・児童）」と、
行事やイベントに連動した「サブ展示」に大
別されます。メイン展示は「一般向け」と「児
童向け」に区分けされており、約 1 か月間
テーマに沿って展示します。現在、一般は「ミ
ステリー小説」、児童は「秋」をテーマとし、
サブ展示は、夏休みに行った「中学生読書リー
ダー講座」の受講生が選んだおすすめの本を
展示しています。関係する本を読みたいとき
に探す手間が省けるうえに、新たな発見もあ
るかもしれません。
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